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研究成果の概要（和文）：本グループはこれまで日本語指導等を必要とする外国人児童生徒等の教育に対応でき
る教員に求められる資質能力を明らかにし、その教育の内容や方法について提案してきた。
その成果を踏まえて本研究では、日本語指導教員の育成について、行政等と連携しながら各地で教員養成・研修
の実践を行い、これまでの提案の妥当性を検証した。また、成長ステージや職務内容の多様性に合わせた研修を
行い、日本語指導教員の成長を支えるシステムのあり方について考察した。さらに、研究成果を全国に普及する
ため「多文化教員養成フォーラム」を開催し、この領域への関心を喚起し、関係者のネットワーキングを進め
た。

研究成果の概要（英文）：The group has been investigating teachers’ professional qualities which are
 requisite for teaching culturally and linguistically diverse students and how to develop them.
This study tried to explore about the system which supports development of teachers who teach 
culturally and linguistically diverse students. A various types of teacher development courses were 
designed and provided based on our framework, and the results were examined. “Forum for 
multicultural teacher education” was organized in order to rouse interest of researchers and 
teacher educators and construct network among them.

研究分野：日本語教育
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１．研究開始当初の背景 
 
日本語指導の必要な外国人児童生徒の教育
問題が論じられるようになって 30 年近くが
経過していた。 
 本研究開始当時，公立学校での外国人児童
生徒等の受入れを促進するため「特別の教育
課程」として日本語指導を実施できるように
するための議論が開始され，また教員養成高
度化の方策の一つとしての「専門免許状」制
度が提案され，日本語指導も専門免許の一つ
として位置づけられる可能性が議論されて
いた。しかしながら，特別の教育課程で指導
計画の作成や実際の指導に当たる学校教員
（以下，日本語指導教員とする）の養成・研
修については，まだほとんど議論が行われて
いなかった。専門免許状についても，その中
身の具体像は全く提示されないまま議論が
続いていた。 
 そのような中，本研究代表者および分担者
のグループは本研究に先立つ２つの科研費
プロジェクトで外国人児童生徒の教育に対
応できる教員の資質を明らかにし，また学部
教員養成課程の学生と現職教員のそれぞれ
に対して必要な資質能力を育成するための
具体的な方法について議論を開始していた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は，これまでの成果を前提と
して，日本語指導を担当する学校教員（以下，
日本語指導教員）の教師としての成長を支え
るシステムのあり方を実践を通して検証し
するとともに，システムの普及を目指すこと
である。 
 
３．研究の方法 
 
研究メンバーの所属大学での教師教育の
実践を継続すると共に，地域と連携しながら
現職教員の研修を行い，その成果を検証する。 
また，これまでの成果をプロジェクト構成
員以外の人々にも広く共有してもらうこと
を目的とした。そのため，「多文化教員養成
フォーラム」を開催し，多文化教員の養成・
研修に興味を持ってくれる人々とのネット
ワーキングを図る。 
 また，多文化教員についての成長の場とし
て，①教師の成長のステージや職務内容の多
様性に合わせた研修，②公的な養成・研修の
機会に加え，教員同士の交流を通した成長の
場，を設定して，その成果を検証する。 
 
４．研究成果 
 
 本プロジェクト期間に以下の実践研究を
行った。 
 
〇愛知教育大学４市合同研修（平成 25〜28
年度） 

 愛知教育大学が刈谷市・豊田市・知立市・
豊明市と連携して実施している現職教員
を対象とする研修会で，本グループが開発
し研修プログラムを実施した。 
  研修では変容学習理論の枠組みに基づ
き、準拠枠の変容があったかどうかを尋ね
る調査を行った。いずれの研修についても
一定の準拠枠の変容が確認され、研修の効
果が見られた。 
 
〇多文化教員養成フォーラム 
第 1回 2015 年 12 月 12 日 於学習院大学 
第 2回 2017 年 1月 28 日 於学習院大学 
 ２回のフォーラムを通じて、この問題に
関心のある実践者、研究者の間にネットワ
ークを構築することができた。また、教師
の成長をサポートするシステムの構築の
重要性があらためて確認された。ことに学
部養成段階の学生の成長の場を確保する
ためには自治体、学校現場との連携が重要
であるが、集住地域、散在地域それぞれに
課題に直面していることが明らかになっ
た。 
 
〇成長ステージ等に合わせた多様な成長の
場の設定 
（１）高校生対象セミナー（対象：大学進学
を目指す高校生） 
（２）横浜市との共同研究（対象：現職教員） 
（３）滋賀日本語指導研究会（対象：現職教
員，支援者） 
 ３つの場での取り組みを通じて、それぞれ
の教員の成長ステージに合わせた取り組
みの意義と課題を明らかにすることがで
きた。 
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